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坂本教室からのお知らせ 

※ 坂本教室の９月の休日は、 

５日(日) １２日(日) １９日(日) ２６日(日) です。 

尚、１１日（土）は観一祭の為、坂本教室は 

１６：００～となります。 

メールでの連絡はこちらまで info@katagirijuku.com 

 

 

本
物
に
気
づ
き 

実
行
す
る
強
さ
を  

 

 

  

夏夏
休休
みみ
もも
終終
わわ
りり
、、
ささ
ぁぁ
いい
よよ

いい
よよ
！！
とと
いい
うう
時時
にに
、、
何何
をを
血血
迷迷

っっ
たた
かか
、、
受受
験験
とと
はは
ああ
まま
りり
関関
係係

のの
無無
いい
ここ
とと
をを
書書
いい
てて
みみ
よよ
うう

とと
思思
いい
まま
すす
。。
毎毎
年年
のの
ここ
とと
なな
のの

でで
すす
がが
、、
受受
験験
とと
はは
直直
接接
関関
係係
無無

いい
のの
でで
書書
ここ
うう
かか
どど
うう
しし
よよ
うう

かか
とと
迷迷
っっ
てて
るる
うう
ちち
にに
高高
３３
生生

はは
受受
験験
にに
走走
りり
回回
っっ
てて
いい
るる
シシ

ーー
ズズ
ンン
にに
なな
っっ
てて
まま
しし
てて
、、
書書
けけ

ずず
仕仕
舞舞
いい
にに
なな
っっ
てて
おお
りり
まま
しし

たた
がが
、、
今今
年年
はは
書書
きき
たた
いい
、、
９９
月月

なな
らら
書書
いい
てて
もも
まま
だだ
大大
丈丈
夫夫
かか

なな
・・
・・
・・
とと
思思
いい
、、
書書
くく
にに
至至
っっ

たた
のの
でで
ああ
りり
まま
しし
たた
。。  

  

「「
当当
たた
りり
前前
をを
当当
たた
りり
前前
にに
すす

るる
。。」」  

  

ここ
れれ
はは
私私
のの
叔叔
父父
かか
らら
頂頂
いい

たた
言言
葉葉
なな
のの
でで
すす
がが
、、
ここ
のの
言言
葉葉

のの
重重
みみ
。。
分分
かか
りり
まま
すす
かか
？？  

分分

かか
るる
人人
はは
本本
当当
にに
凄凄
いい
とと
思思
いい

まま
すす
。。
「「
当当
たた
りり
前前
をを
当当
たた
りり
前前

にに
すす
るる
」」
っっ
てて
「「
当当
たた
りり
前前
やや

んん
？？
」」
とと
しし
かか
、、
昔昔
のの
私私
はは
考考
ええ

てて
おお
りり
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。
「「
決決
めめ  

らら
れれ
たた
ここ
とと
をを
キキ
チチ
ンン
とと
すす  

るる
っっ
てて
ここ
とと
かか
なな
ぁぁ
」」
とと
かか
考考
ええ
たた

りり
もも
しし
まま
しし
たた
。。
しし
かか
しし
、、
そそ
んん
なな

にに
簡簡
単単
なな
ここ
とと
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん

でで
しし
たた
。。  

  
例例
ええ
ばば
、、
自自
分分
がが
就就
職職
しし
てて
企企
業業

でで
働働
いい
てて
いい
るる
とと
想想
像像
しし
てて
下下
ささ

いい
。。
営営
業業
職職
とと
しし
てて
担担
当当
先先
にに
売売
上上

代代
金金
をを
集集
金金
にに
回回
っっ
たた
とと
しし
まま
すす
。。

帰帰
社社
しし
、、
現現
金金
をを
合合
わわ
せせ
たた
とと
ここ
ろろ

どど
うう
しし
てて
もも
５５
００
００
円円
合合
わわ
なな
いい
。。

ささ
てて
、、
どど
うう
しし
まま
すす
かか
？？  
「「
５５
００

００
円円
くく
らら
いい
なな
らら
手手
元元
にに
持持
っっ
てて

るる
かか
らら
、、
ミミ
スス
しし
たた
のの
はは
自自
分分
だだ
しし

自自
腹腹
をを
切切
っっ
てて
補補
充充
しし
てて
おお
ここ
うう
」」

っっ
てて
考考
ええ
まま
すす
かか
？？  

５５
００
００
円円

少少
なな
いい
なな
らら
そそ
れれ
もも
でで
きき
るる
かか
もも

しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
逆逆
にに
５５
００
００
円円
多多

かか
っっ
たた
らら
どど
うう
しし
まま
すす
かか
？？  

そそ

のの
５５
００
００
円円
をを
自自
分分
のの
財財
布布
にに
隠隠

しし
まま
すす
かか
？？  

そそ
れれ
じじ
ゃゃ
犯犯
罪罪
でで

すす
よよ
ねね
。。
実実
はは
自自
腹腹
をを
切切
るる
のの
もも
ダダ

メメ
でで
すす
。。
ここ
のの
場場
合合
のの
「「
当当
たた
りり
前前
」」

はは
、、
まま
ずず
はは
上上
司司
にに
報報
告告
しし
、、
自自
分分

がが
集集
金金
しし
たた
一一
先先
一一
先先
にに
頭頭
をを
下下

げげ
なな
がが
らら
確確
認認
しし
てて
いい
くく
のの
でで
すす
。。

報報
告告
すす
るる
のの
もも
、、
何何
だだ
かか
自自
分分
のの
評評

価価
をを
下下
げげ
らら
れれ
そそ
うう
でで
嫌嫌
だだ
しし
、、
おお  

客客
ささ
んん
にに
頭頭
をを
下下
げげ
なな
がが
らら  

回回
るる
のの
もも
嫌嫌
わわ
れれ
そそ
うう
でで  

嫌嫌
でで
、、
とと
にに
かか
くく
辛辛
くく  

てて
嫌嫌
なな
作作
業業
でで
すす
。。
でで  

もも
、、
そそ
れれ
がが
でで
きき
なな  

けけ
れれ
ばば
信信
用用
はは
失失  

墜墜
しし
てて
しし
まま
いい
まま  

すす
。。
ここ
んん
なな
ここ
とと
起起  

きき
なな
けけ
れれ
ばば
良良
いい  

のの
でで
すす
がが
、、
人人
間間
なな
のの
だだ  

かか
らら
ここ
んん
なな
類類
のの
ここ
とと  

はは
必必
ずず
起起
きき
まま
すす
。。  

  

ここ
んん
なな
例例
しし
かか
思思
いい
つつ
きき
まま  

 

にに
、、
ここ
のの
言言
葉葉
をを
教教
ええ
てて
くく

れれ
たた
時時
のの
叔叔
父父
のの
真真
剣剣
なな

表表
情情
はは
今今
もも
忘忘
れれ
まま
せせ
んん
。。

ここ
のの
言言
葉葉
のの
本本
当当
のの
意意
味味

はは
、、
実実
際際
にに
社社
会会
にに
出出
てて
かか

らら
でで
なな
けけ
れれ
ばば
分分
かか
らら
なな

いい
部部
分分
がが
多多
いい
かか
もも
しし
れれ

まま
せせ
んん
がが
、、
知知
っっ
てて
おお
くく
ここ

とと
でで
随随
分分
とと
違違
っっ
てて
くく
るる

とと
思思
いい
まま
すす
。。
だだ
かか
らら
、、
社社

会会
のの
ここ
とと
をを
何何
もも
分分
かか
っっ

てて
なな
かか
っっ
たた
私私
にに
教教
ええ
るる

たた
めめ
にに
、、
自自
然然
とと
叔叔
父父
のの
表表

情情
もも
真真
剣剣
にに
なな
っっ
たた
のの
だだ

とと
思思
いい
まま
すす
。。
私私
もも
まま
だだ
まま

だだ
勉勉
強強
中中
でで
全全
然然
分分
かか
っっ

たた
とと
はは
言言
ええ
なな
いい
のの
でで
すす

がが
、、
ここ
のの
言言
葉葉
がが
一一
番番
大大
切切

なな
ここ
とと
だだ
とと
いい
うう
ここ
とと
はは

分分
かか
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。  

白白
黒黒
のの  

はは
っっ
きき  

りり
しし
たた
世世  

界界
にに
いい
まま
すす
。。  

そそ
のの
分分
、、
「「
当当
たた
りり
前前
」」  

もも
分分
かか
りり
易易
いい
もも
のの
がが
多多
いい
とと
思思
いい

まま
すす
。。
そそ
れれ
がが
、、
今今
後後
、、
大大
学学
にに
進進
学学

すす
るる
とと
、、
答答
ええ
のの
無無
いい
問問
題題
とと
いい
うう
のの

がが
現現
れれ
始始
めめ
、、
明明
確確
だだ
っっ
たた
世世
界界
はは

徐徐
々々
にに
ぼぼ
やや
けけ
始始
めめ
まま
すす
。。
同同
時時
にに

「「
当当
たた
りり
前前
」」
もも
ぼぼ
やや
けけ
始始
めめ
まま
すす
。。

そそ
しし
てて
社社
会会
人人
にに
なな
るる
とと
、、
ささ
らら
にに
ぼぼ

やや
けけ
てて
いい
きき
まま
すす
。。
「「
当当
たた
りり
前前
」」
もも

ささ
らら
にに
ぼぼ
やや
けけ
てて
いい
きき
まま
すす
。。
しし
かか

しし
、、「「
当当
たた
りり
前前
をを
当当
たた
りり
前前
にに
すす
るる
」」

にに
はは
「「
当当
たた
りり
前前
」」
がが
分分
かか
っっ
てて
いい
なな

けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
のの
でで
、、
ぼぼ
やや
けけ
たた
中中

かか
らら
「「
当当
たた
りり
前前
」」
をを
感感
じじ
取取
らら
なな
けけ

れれ
ばば
なな
りり
まま
せせ
んん
。。
感感
じじ
取取
るる
にに
はは
本本

物物
のの
感感
性性
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

感感
性性
をを
磨磨
くく
にに
はは
美美
しし
いい
もも
のの  

をを
見見
てて
「「
美美
しし
いい
」」
とと
感感
じじ
るる
ここ
とと
だだ

とと
言言
わわ
れれ
まま
すす
。。
ここ
れれ
はは
誰誰
しし
もも
がが

「「
当当
然然
」」
だだ
とと
考考
ええ
るる
レレ
ベベ
ルル
のの
「「
当当

たた
りり
前前
」」
にに
気気
付付
くく
ここ
とと
にに
通通
じじ
るる
とと

思思
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
美美
しし
いい
もも
のの
だだ

けけ
がが
「「
美美
しし
いい
」」
とと
いい
うう
わわ
けけ
でで
はは
なな

いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
見見
ええ
なな
いい
とと
ここ
ろろ
にに

ああ
るる
「「
美美
しし
ささ
」」
をを
感感
じじ
るる
ここ
とと
がが
本本

物物
のの
「「
当当
たた
りり
前前
」」
にに
気気
付付
くく
ここ
とと
だだ

とと
思思
いい
まま
すす
。。
でで
はは
、、
見見
ええ
なな
いい
とと
ここ

ろろ
にに
ああ
るる
「「
美美
しし
ささ
」」
にに
気気
付付
くく
にに
はは

どど
うう
すす
れれ
ばば
良良
いい
のの
かか
・・
・・
・・
。。  

  

何何
かか
にに
夢夢
中中
にに
なな
りり
、、
必必
死死
にに
なな

りり
、、
周周
りり
がが
見見
ええ
なな
くく
なな
るる
ほほ
どど
一一
心心

不不
乱乱
にに
取取
りり
組組
んん
でで
いい
るる
時時
、、
ふふ
とと
、、

例例
ええ
ばば
道道
端端
のの
花花
にに
目目
をを
やや
っっ
てて
、、
何何

でで
もも
なな
いい
花花
なな
のの
にに
「「
綺綺
麗麗
やや
なな
ぁぁ
」」

とと
胸胸
がが
ジジ
ーー
ンン
とと
なな
っっ
たた
ここ
とと
はは
ああ

りり
まま
せせ
んん
かか
？？  

一一
生生
懸懸
命命
にに
頑頑
張張

っっ
てて
いい
るる
時時
、、
ふふ
とと
、、
心心
をを
吹吹
きき
抜抜
けけ

るる
爽爽
やや
かか
なな
風風
のの
よよ
うう
なな
感感
情情
がが
、、
本本

物物
のの
感感
性性
でで
はは
なな
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。

心心
やや
体体
でで
流流
しし
たた
汗汗
やや
涙涙
のの
ごご
褒褒
美美

のの
よよ
うう
なな
もも
のの
がが
本本
物物
のの
感感
性性
でで
はは

なな
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。
本本
物物
のの
感感
性性
がが  

ああ
れれ
ばば
本本
物物
のの
「「
当当
たた
りり
前前
」」
にに
気気  

付付
けけ
るる
よよ
うう
にに
なな
るる
とと
思思
っっ
てて  

おお
りり
まま
すす
。。  

  

「「
当当
たた
りり
前前
をを
当当
たた
りり
前前
にに
しし
なな
ささ  

いい
。。
そそ
れれ
はは
とと
てて
もも
難難
しし
いい
ここ
とと
だだ  

けけ
どど
、、
そそ
れれ
ささ
ええ
でで
きき
れれ
ばば
良良
いい
かか  

らら
。。｣｣

  

初初
めめ
てて
社社
会会
にに
出出
るる
私私  

 
 

   
おお迎迎ええ時時のの車車のの混混雑雑ににつついいてて、、保保護護者者のの皆皆様様ににごご理理

解解ととごご協協力力ををおお願願いい致致ししまますす。。おお迎迎ええのの際際ににはは、、駐駐

車車場場内内ででのの安安全全走走行行、、エエンンジジンン停停止止ににごご協協力力いいたただだ

くくととととももにに、、ごご近近所所出出入入口口ななどどででのの路路上上待待機機、、他他のの

駐駐車車場場のの無無断断使使用用ななどどははごご遠遠慮慮いいたただだききまますすよようう、、  

重重ねねてておお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

 
将将
来来
、、
本本
物物
のの
「「
当当
たた
りり
前前
」」
にに
気気
付付

きき
、、
「「
当当
たた
りり
前前
をを
当当
たた
りり
前前
にに
すす
るる
」」

真真
のの
強強
ささ
をを
身身
にに
付付
けけ
、、
自自
分分
らら
しし
くく
、、

明明
るる
くく
、、
元元
気気
にに
、、
たた
くく
まま
しし
くく
、、
自自
分分

のの
人人
生生
をを
闊闊
歩歩
しし
てて
下下
ささ
いい
。。  

  

そそ
ここ
にに
見見
ええ
るる
もも
のの
のの
ずず
っっ
とと
先先  

にに
本本
物物
がが
ああ
るる
はは
ずず
でで
すす
。。 

センター試験で「リスニングが苦手！」という人のために！ 
今回、期間限定で対象の河合サテライト講座の受講料を塾生に限り、 
特別料金と致しました。 

・ 割引対象講座 センター試験対策英語〈リスニング対策編〉 
通常価格 １３,０００円→ 特別受講料 １０,０００円（税込） 

            （申込み後のキャンセルは出来ません。） 
             １２月末までの期間限定になります。 
       詳しくは坂本教室までお問い合わせください。 

 

 

せせ
んん
がが
、、
何何
とと
なな
くく
でで
もも
良良
いい
かか
らら

伝伝
わわ
っっ
たた
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？  

立立
派派
なな

学学
歴歴
やや
素素
晴晴
らら
しし
いい
能能
力力
をを
持持
っっ
てて

いい
たた
とと
しし
てて
もも
、、「「
当当
たた
りり
前前
」」
がが
「「
当当

たた
りり
前前
」」
にに
でで
きき
なな
けけ
れれ
ばば
、、
結結
局局

何何
にに
もも
なな
りり
まま
せせ
んん
。。  

  

でで
はは
「「
当当
たた
りり
前前
」」
っっ
てて
何何
なな
のの

かか
？？  

「「
誰誰
もも
がが
当当
然然
のの
よよ
うう
にに
出出

来来
るる
ここ
とと
」」
っっ
てて
考考
ええ
てて
しし
まま
いい
そそ

うう
でで
すす
がが
そそ
れれ
だだ
けけ
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ

んん
。。「「
とと
てて
もも
辛辛
くく
てて
気気
のの
重重
いい
ここ
とと

だだ
けけ
どど
、、
出出
来来
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい

ここ
とと
」」
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。「「
当当
たた
りり
前前

にに
すす
るる
」」
とと
いい
うう
のの
もも
、、「「
当当
たた
りり
前前
」」

がが
分分
かか
っっ
てて
いい
てて
もも
、、
そそ
れれ
がが
行行
動動

にに
移移
せせ
れれ
るる
かか
はは
別別
問問
題題
でで
、、
「「
強強

ささ
」」
がが
必必
要要
でで
すす
。。  

  

でで
はは
「「
強強
ささ
」」
とと
はは
何何
だだ
ろろ
うう
？？  

パパ
ッッ
とと
脳脳
裏裏
にに
浮浮
かか
ぶぶ
のの
はは
腕腕
力力
かか

もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
しし
、、
人人
をを
論論
破破
すす
るる

力力
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
しし
、、
ココ
ツツ
ココ
ツツ

とと
負負
けけ
ずず
にに
努努
力力
をを
続続
けけ
るる
力力
かか
もも

しし
れれ
まま
せせ
んん
しし
、、
人人
がが
萎萎
縮縮
すす
るる
よよ

うう
なな
ここ
とと
でで
もも
平平
気気
でで
いい
らら
れれ
るる
ここ

とと
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
。。
もも
ちち
ろろ
んん
ここ

れれ
らら
もも
「「
強強
ささ
」」
でで
間間
違違
いい
はは
なな
いい

とと
思思
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
真真
のの
「「
強強

ささ
」」
とと
はは
「「
弱弱
ささ
をを
知知
るる
」」
ここ
とと
だだ

とと
思思
いい
まま
すす
。。
様様
々々
なな
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ

ーー
のの
かか
かか
るる
場場
面面
でで
、、
自自
分分
のの
弱弱
ささ

をを
知知
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
追追
いい
込込

まま
れれ
てて
逃逃
げげ
てて
みみ
たた
りり
、、
逃逃
げげ
るる
たた

めめ
にに
嘘嘘
をを
つつ
いい
てて
みみ
たた
りり
。。
まま
ささ
かか

自自
分分
とと
はは
ここ
んん
なな
にに
弱弱
いい
人人
間間
だだ
っっ

たた
のの
かか
、、
とと
愕愕
然然
とと
しし
、、
自自
己己
嫌嫌
悪悪

にに
陥陥
っっ
てて
みみ
たた
りり
。。
逃逃
げげ
るる
とと
追追
いい

かか
けけ
らら
れれ
るる
とと
いい
うう
のの
がが
世世
のの
常常
でで

すす
。。
追追
いい
かか
けけ
らら
れれ
るる
とと
逃逃
げげ
るる
ばば

かか
りり
でで
、、
なな
かか
なな
かか
ここ
っっ
ちち
かか
らら
追追  

いい
かか
けけ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
せせ
んん
。。

逃逃
げげ
てて  

逃逃
げげ
てて
でで  

すす
。。
逃逃
げげ
るる  

とと
精精
神神
的的
にに
弱弱
っっ  

てて
きき
まま
すす
。。  

ここ
れれ
がが
「「
弱弱
ささ
」」  

をを
生生
みみ
出出
しし
まま
すす
。。  

まま
たた
、、
逃逃
げげ
るる
たた
めめ
にに
嘘嘘
をを
つつ  

いい
てて
しし
まま
うう
とと
、、
一一
つつ
のの
嘘嘘
をを  

隠隠
すす
たた
めめ
にに
、、
多多
くく
のの
嘘嘘
をを
重重
ねね  

なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
くく
なな
りり
まま
すす
。。  

そそ
しし
てて
、、
そそ
のの
罪罪
悪悪
感感
なな
どど
でで
、、  

更更
にに
精精
神神
をを
弱弱
めめ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。

一一
度度
「「
弱弱
くく
」」
なな
るる
とと
なな
かか
なな
かか  

「「
強強
くく
」」
なな
れれ
まま
せせ
んん
。。
しし
かか
しし
、、

「「
弱弱
ささ
」」
にに
苦苦
しし
めめ
らら
れれ
るる
とと
、、
何何

がが
本本
当当
のの
「「
強強
ささ
」」
かか
がが
見見
ええ
てて
きき

まま
すす
。。
「「
弱弱
ささ
」」
をを
知知
っっ
てて
ここ
そそ
、、

本本
当当
のの
「「
強強
ささ
」」
にに
気気
付付
けけ
まま
すす
。。

「「
当当
たた
りり
前前
をを
当当
たた
りり
前前
にに
すす
るる

強強
ささ
」」
とと
はは
、、
「「
自自
分分
はは
逃逃
げげ
たた
りり

嘘嘘
をを
つつ
いい
たた
りり
しし
てて
しし
まま
うう
弱弱
ささ

がが
ああ
るる
けけ
どど
、、
ここ
ここ
でで
頑頑
張張
っっ
てて
おお

かか
なな
いい
とと
本本
当当
のの
「「
弱弱
ささ
」」
にに
苦苦
しし

めめ
らら
れれ
るる
かか
らら
、、
勇勇
気気
をを
出出
しし
てて
立立

ちち
向向
かか
うう
んん
だだ
」」
とと
覚覚
悟悟
をを
決決
めめ
るる

ここ
とと
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

今今
、、
みみ
んん
なな
はは
高高
校校
生生
、、
中中
学学
生生

でで
すす
。。
問問
題題
がが
ああ
れれ
ばば
答答
ええ
がが
必必
ずず  

ああ
るる
とと
いい
うう  

  


